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Abstract
In the near future, just as humans interact in language, dialogue enables us to understand each other’s intentions and 

desires, even between humans and home appliances. We discuss the possibility of such a future society while introducing the 
robot research of the speaker.
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今後，特に日本においては，日常生活において人間の
活動を，対話を通して支援するロボットが数多く利用さ
れていくと期待されています。Fig. 1はそのような未来
を描いています。人口が少なくなり，高齢化が進む日本
では，ロボットの助けは必要不可欠です。
そのようなロボットに支えられた未来社会を実現する
ために，Fig. 2に示すような人間型ロボットを数多く開
発してきました。これらのロボットが人間型である理由
は，次のとおりです。
・人間は人間を認識する脳を持つ。
・人間にとって理想的なインターフェースは人間。
・ゆえに，人間を取り巻くロボットや情報メディアは，
少なくとも部分的には人間らしくなるべき。
・一方で，人間らしいロボットやアンドロイドは人間を
理解するテストベットになる。
そしてこれら人間型ロボットを用いた研究は，単にロ
ボットを実現するだけでなく，ロボットを用いた新たな
科学を生み出します。それを，知的システム実現のため
の構成的アプローチと言います。Fig. 3はその概念を示
しています。
脳科学や認知科学は，記憶，計算，推論等，人間の知
能の構成要素を明らかにしてきました。今後はそれらの
要素を統合し，いかに知能が実現されるかを研究する必
要があります。構成的アプローチは，人間と人間らしく
関わることができるロボットやアンドロイドの開発を通
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Fig. 1. 人とロボットが共生する未来社会．

Fig. 2. ロボット社会実現のための研究開発．




